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パラグアイ川に昇る朝陽

謹賀新年

神
山
威
会
長
挨
拶

『
輝
か
し
い
希
望
の
新
年
を
迎
え
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
南
北
米
福
地
開
発
協
会
も
６
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
会
員
の
皆
様

は
じ
め
多
く
の
方
々
の
多
大
な
ご
協
力
、
ご

支
援
を
頂
け
ま
し
た
こ
と
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
七
ｋ
ｍ
道
路
開
通
、

第
二
給
水
の
立
ち
上
げ
完
成
，
牧
童
小
屋
、
馬

小
屋
の
建
設
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
の
中
学
校
校
舎
建
設
と
寄
贈
式
、
な
ど

が
行
わ
れ
、
レ
ダ
来
訪
者
と
し
て
も
、
直
接
奉
仕
の
為
レ
ダ
入
り
し
た
日

本
人
メ
ン
バ
ー
達
、
第
四
回
エ
コ
ツ
ア
ー
グ
ル
ー
プ
、
青
年
奉
仕
隊
（
米

国
組
及
び
日
本
組
）
、
地
元
か
ら
も
沢
山
の
労
働
者
や
技
術
者
は
勿
論
、

医
師
、
及
び
看
護
婦
グ
ル
ー
プ
、
警
察
及
び
海
軍
関
係
者
、
マ
ス
メ
デ
イ

ア
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
先
生
、
生
徒
（
十
九
名
）
一
行
研
修
会
な
ど
、
一

段
と
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
当
協
会
が
現
地
財
団
と
し
て
認
可

さ
れ
、
今
年
は
基
地
の
質
を
高
め
、
今
後
継
続
発
展
し
て
い
く
為
の
様
々

な
研
究
、
渉
外
活
動
地
域
交
流
等
を
活
発
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
本
年
も

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
』

飯
野
貞
夫
事
務
総
長
挨
拶

『
異
文
化
社
会
と
の
交
流
は
、
相
互
に
理
解
し
あ

う
心
と
共
に
、
そ
の
国
の
政
府
も
民
も
積
極
的
に

受
け
入
れ
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
か
、

異
文
化
を
受
け
入
れ
て
消
化
し
う
る
教
育
レ
ベ

ル
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
上
記
二

点
を

持
ち
合
わ
せ
た
日
本
は
近
年
、
幕
末
以

降
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
二
回
、
国
を
挙
げ
て

欧
米
文
化

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
く
飛
躍
し
、
成
功
し

た
と
い
う
体
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
南
米
で
は
、
征
服
に
よ
る
異
文
化

の
導
入
が
な
さ
れ
た
た
め
、
原
住
民
の
多
く
は
殲
滅
さ
れ
る
か
、
文
化
の
恩
恵
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
来
た
人
々
が
残
存
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
教
育
レ
ベ
ル
が
異
文

化
を
消
化
し
う
る
ま
で
高
め
て
、
自
ら
判
断
し
、
行
動
で
き
る
意
欲
的
人
々
を
生

み
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
文
字
が
読
め
な
い
と
い
う

だ
け
で
も
、
地
球
一
家
族
化
へ
と
進
む
歴
史
的
潮
流
か
ら
は
置
い
て
き
ぼ
り
を
受

け
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
何
を
持
っ
て
国
際
貢
献
出
来
る
の
か
，
私
達
は
今
年

も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
』



エスペランサ村中学校校舎贈呈式（２００４年１２月１６日）

学
校
建
設
が
十
二
月
初
旬
に
終
わ
り
、

村
で
は
贈
呈
式
の
日
を
村
民
あ
げ
て
待

ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
。
十
六
日
の
式

典
は
全
村
民
が
参
加
す
る
歓
迎
の
場
と

な
り
ま
し
た
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
と
は
ス

ペ
イ
ン
語
で
希
望
と
い
う
意
味
で
す
が

そ
の
ご
と
く
、
村
全
体
が
躍
動
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
式
典
前
に
子

供
た
ち
も
参
加
し
て
の
飾
り
つ
け
、
横

断
幕
の
準
備
な
ど
を
な
し
、
九
時
半
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
村
長
挨
拶

『
私
が
始
め
に
レ
ダ
に
行
っ
て
中
学
校

建
設
を
神
山
会
長
に
お
願
い
し
た
時
、

何
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
も
無
く
．
口
頭
で

お
願
い
し
た
だ
け
で
し
た
。
本
来
、
何

か
を
要
請
す
る
時
は
文
書
で
無
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
、
即
座
に
合
意
し
て
く

だ
さ
り
ま
し
た
。
通
常
は
文
書
で
お
願

い
し
て
合
意
し
て
も
な
か
な
か
実
行
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
口
頭
で
の

約
束
で
し
た
が
守
っ
て
く
れ
、
こ
の
よ

う
に
中
学
校
を
建
設
し
て
く
だ
さ
り
心

か
ら
感
謝
と
尊
敬
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
学
校
の
鍵
を
受
け
取
る
と
い
う
外

的
な
事
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ

る
心
を
受
け
取
る
つ
も
り
で
す
。
こ
の

後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
と
援
助
を
継

続
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。
』

建
設
に
際
し
、
会
員
の
方
々
の
暖
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
夏
に
学
校
建
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
柴
沼
記

村長、神山会長、そして学校長



二
〇
〇
五
年

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一
月
二
二
日(

土
）
ー
二
三
日
（
日
）

二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

二
月
一
二
日
（
土
）
一
日
研
修
会

（
環
境
初
級
セ
ミ
ナ
ー
）

二
月
一
三
日
（
日
）
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会

（
パ
ラ
グ
ア
イ
の
現
状
と
今
後
の
課
題
）

三
月
初
旬

植
樹
ツ
ア
ー

（
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
、
オ
ビ
エ
ド
市
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
）

三
月
二
〇
日
（
日
）
ー
二
一
日
（
月
祭
日
）

二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

四
月
一
六
日
（
土
）
一
日
研
修
会
（
環
境
初
級
セ
ミ
ナ
ー
）

四
月
二
三
日
（
土
）
ー
二
四
日
（
日
）

二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

五
月
初
旬

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
へ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

五
月
二
一
日
（
土
）
ー
二
二
日
（
日
）
二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

六
月
十
一
日
（
土
）
一
日
研
修
会
（
環
境
初
級
セ
ミ
ナ
ー
）

六
月
一
八
日
（
土
）
ー
一
九
日
（
日
）

二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

七
月
一
七
日
（
土
）
ー
一
八
日
（
日
）

二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

八
月
上
旬

ア
メ
リ
カ
か
ら
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
パ
ラ
グ
ア
イ
派
遣

八
月
一
三
日
（
土
）

一
日
研
修
会
（
環
境
初
級
セ
ミ
ナ
ー
）

八
月
二
〇
日
（
土
）
ー
二
一
日
（
日
）

二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

八
月
二
五
日
（
木
）
―
九
月
一
〇
日
（
土
）

国
際
協
力
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
日
本
か
ら
パ
ラ
グ
ア
イ
に
派
遣

九
月
一
八
日
（
日
）
ー
一
九
日
（
月
、
祭
日
）

二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

一
〇
月
八
日
（
土
）

一
日
研
修
会
（
環
境
初
級
セ
ミ
ナ
ー
）

一
〇
月
二
二
日
（
土
）
ー
二
三
日
（
日
）
二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

十
一
月
一
九
日
（
土
）
ー
二
〇
日
（
日
）
二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

十
二
月
一
〇
日
（
日
）

一
日
研
修
会
（
初
級
環
境
セ
ミ
ナ
ー
）

十
二
月
二
四
日
（
土
）
ー
二
五
日
（
日
）
二
日
研
修
会
（
ア
ド
バ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
）

会
員
の
皆
様
の
参
加
と
共
に
知
人
、
友
人
を
研
修
会
等
に
招
待
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で

事
務
所
が
東
京
渋
谷
か
ら
川
崎
市
に
移
転
し
ま
し
た
。
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